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映
に
伴
い

二
月
下
旬
か
ら
蘭

幕
す
る
加
賀
百
万
石
博
に
合

わ
せ
、
来
場
者
が
城
内
外
の

石
垣
に
間
近
に
触
れ
ら
れ
る

散
策
路
を
設
け
、
要
所
に

石
積
み
の
違
い
や
時
代
背

景
を
紹
介
し
た
パ
ネ
ル
な

ど
を
置
く
。
学
芸
員
や
郷
土

史
家
が
石
垣
に
沿
っ
て
案
内

し
な
が
ら
、
特
徴
を
説
明
す

る
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
も
実
施
す

金
沢
城
の
石
垣

文
禄
元

（
一
五
九
二
）
年
、
加
賀
藩
祖

・
前
田
利
家
が
利
長
に
築
か
せ

た
の
が
始
ま
り
で
、
そ
の
後
幕

末
期
ま
で
何
度
も
修
築
が
繰
り

返
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
、
自
然

石
を
そ
の
ま
ま
積
み
上
げ
た

「野
ヅ
ラ
」
か
ら
石
を
加
工
し

る
。石

工
の
技
が
細
部
ま
で
見

え
る
よ
う
に
、
石
積
み
の
上

部
や
す
き
間
に
生
え
る
樹
木

の
根
や
枝
を
生
態
系
に
影
響

一が
出
な
い
範
囲
で
取
り
除
く

一な
ど
の
工
大
も
施
す
。

垣
が
多
く
残
っ
て
お
り
、
見

学
に
ふ
さ
わ
し
い
コ
ー
ス
に

な
り
得
る
と
い
う
。

県
で
は
、
県
体
育
館
な
ど

の
施
設
が

「城
外
周
の
景
観

を
考
え．
だ
場
合
に
障
害
に
な

る
」

（県
幹
部
）
と
し
て
お

り
、
土
木
、
文
化
財
、
都
市

計
画
、
観
光
な
ど
の
視
点
か

，っ
匹
設
の
移
転
や
跡
地
の
埋

一軍
Ｘ
化
財
調
査
、
整
備
な
ど

の
計
画
作
り
を
進
め
る
こ
と

に
し
て
い
る
。

「石
垣
回
廊
」
の
整
備
に

つ
い
て
は
、
先
月
十
九
日
に

開
か
れ
た
金
沢
経
済
同
友

会
と
の
意
見
交
換
会
で
、
同

会
側

の
求
め
に
応
じ
、
谷

本
正
憲
知
事
が
取
り
組
む

姿
勢
を
明
ら
か
に
し
て
い

た
。

石
川
県
は
、加
賀
藩
祖
・前
田
利
家
以
来
の
歴
史
を
伝
え
る
金
沢
城
址
公
園
の
石
垣
の
技
と
デ

ザ
イ
ン
を
内
外
か
ら
見
て
歩
く
こ
と
が
で
き
る
「回
廊
」作
り
に
着
手
す
る
。緑
化
フ
ェ
ア
後
の

公
園
整
備
の
柱
に
位
置
付
け
、庁
内
に
部
局
横
断
の
研
究
チ
ー
ム
を
つ
く
り
、県
丸
の
内
駐
車
場

な
ど
石
垣
景
観
の
妨
げ
と
な
る
施
設
の
移
転
も
含
め
て
検
討
を
始
め
る
。
郷
土
に
学
ぶ
ふ
る
さ

と
教
育
に
つ
な
げ
る
と
と
も
に
、県
都
の
真
ん
中
に
残
る
文
化
財
を
全
国
に
発
信
す
る
。

蟄
枷
馨
陽
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
も
　
ド寿『
「で夢
〔鋼メ請

全沢城址公園 内 外 に 見 学 ル ー ト

時
代
ご
と
に
特
徴
あ
る
石
垣
が
見
ら
れ
る
金
沢
城

址
。
大
手
門

（上
）
、
石
川
門

（左
下
）
、
丑
寅
櫓

台
下

（右
下
）
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――T村井 淳志 0
一籠
輔
は
議
む
ず
韓
燎
辞
瑯
わ

は
証
筑
〔

研 っ
矩
動
け
胡
碗
紳

一が
ヽ
正
直
言

っ
て

「
こ
ん
な

み
、
古
い
鏡
を
は
ず
し
て
角

鶉
躍鰺
畢
夭

地
区
に
移
転
し
て
き
た
。
そ

　

お
ま
け
に
湾
岸
戦
争
の
協

一思
っ
た
け
れ
ど
無
事
開
店
し

の
こ
ろ
の
角
間
や
若
松
近
辺

力
金
九
十
億
ド
ル
の
緊
急
支

た
し
、
大
型
書
店
や
コ
ン
ピ

は
、
ま
だ
工
事
用
の
フ
エ
ン

出
が
決
ま
る
と
、
教
育
学
部

二
も
で
き
た
。
鈴
見
格
か
ら

季
の
移
ろ
い
に
も
、
だ
ん
だ

ん
愛
着
が
わ
い
て
き
た
。

た
だ
、
か
つ
て
田
上
小
学

校
に
勤
務
し
て
お
ら
れ
た
先

生
は

「若
松
地
区
は

一
面
の

プ
ド
ウ
畑
が
あ
っ
て
、
静
か

な
田
園
地
帯
だ
っ
た
ん
だ
よ

…
」
と
、
変
貌

（
ぼ
う
）
す

る
地
域
に
複
雑
な
表
情
だ
。

（金
沢
大
助
教
授
）

金
大
移
転
１０
年
を
へ
て

終

酪

舞

砕

鍵

”

一
れ
翻

製

鰤

難

騨

と
し
た
町
だ

っ
た
。

　
　
　
　
切
り
つ
め
ら
れ
、
洗
面
台
に

な
も
発
発
維
詫
“
森
は
』
裁

一い
“
“
銭
、
暉
素
ｎ
¨
Ｆ
先

ジ
ャ
ス
コ
ま
で
の
県
道
の
両

・側
に
は
食
べ
物
屋
さ
ん
が
次

脇
藁
謁
顧

一
転
と
そ
れ
を
核
に
し
た
東
部

地
域
の
再
開
発
は
、
ひ
と
ま

・ず
成
功
だ

っ
た
の
で
は
な
い

．か
。
も
ち
ろ
ん
城
址
内
の
ミ

一一
一
一
時
一
¨
¨
一
「
『
¨

は
県
民
に
広
く
開
放
さ
れ

た
。
そ
の

一
方
、
角
間
の
四
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国
内
を
見
学
す
る
来
園
者

――
金
沢
城
公
園

観
光
客
、散
策
楽
し
む

譴
輝
獅
紘
一れ誕
議
艶
〓軍

晃

寮

努

彊

や
建
築
物
を
見
て
回
り
、
石

川
の
新
名
所
を
堪
能
し
た
。

同
公
躍

大

貝

金
湯

誉

番

簿

か
り
で
、
日
内
で
は
、
来
年

一一一是

言

石́
博
に
向
け
た
工
事
も
進
ん

で
い
る
。

同
公
日
の
出
入
り
口
は
石

川
門
と
い
も
り
坂
口
の
ニ
カ

所
で
、
菱
櫓

一
五
十
間
長

屋

。
橋
爪
門
続
格
を
は
じ

め
、
三
の
丸
暦
費

一奪
繊
【

地
、
三
十
間
長
屋
な
こ
が
見

学
で
き
る
．

，
　

　

　

一

再
開
放
初
日
の
二
十
二
日

は
、
観
光
客
ら
が
カ
メ
ラ
を

掌

に
関

態

婁

く
姿

が
早
ク
甘
一。
平
〓
里
屋

を
楽
し
み
に
訪
れ
た
と
い
う

東
京
都
墨
田
区
の
岩
田
朝
子

さ
ん
霙
ｅ
は

「再
現
さ
れ
た

繁

の
大
三

ふ

箭

里

の
繁
栄
ぶ
り
を
感
じ
る
」
と

電

。

開
園
時
間
は
二
月
二
十
八

星

涯

需

全

な
年

後
四
時
羊
、
二
月
一
日
な
り

は
午
前
七
時
か
ら
牛
後
六
時

と
な
る
。
入
園
は
無
料
。
菱

格

去

王

里

屋

ふ

ポ

門

終

橿

生
響

時

な

星

後

四
時
半
ま
で
入
館
で
き
、
入

場
料
は
大
人
三
百
円
、
子
供

百
月
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初

７

の包括指定

保護林結ぶ

緑
の
回
廊
は
奥
羽
山
脈
な

ど
全
国
十
力
所
で
指
定
さ
れ

て
い
る
が
、
点
在
す
る
保
護

林
を
面
的
に
囲
ん
で
設
定
す

る
の
は
白
山
山
系
が
初
め
て

と
い
う
。

緑
の
回
廊
に
設
定
す
る
の

は
、
富
山
県
福
光
町
と
金
沢

市
か
ら
岐
阜
県
荘
川
村
、
福

韓

鍛
齢

経

鶴

軸

地
帯
計
約

一
万
七
千
珍
を
回

廊
部
分
の
約
四
万
三
千
わ
が

こ
れ
に
よ

っ
て
野
生
動
物

の
移
動
ル
ー
ト
を
確
保
し
、

種
の
保
存
な
ど
生
物
多
様
性

の
保
全
に
努
め
る
。

指
定
後
は
生
態
系
に
配
慮

し
、
公
共
性
の
高
い
場
合
を

除
き
林
地
開
発
を
規
制
し
、

伐
採
に
も

一
定
の
ル
ー
ル
を

敷
く
。
現
地
に
看
板
を
立
て

る
ほ
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
で
啓
発
す

る
。
動
物
の
行
動
と
植
生
と

の
関
連
な
ど
は
継
続
的
に
調

査
し
い
両
森
林
管
理
局
が
今

後
、
具
体
的
な
方
法
を
検
討

す
る
。

こ
の
日
の
審
議
で
委
員
の

多
く
は
、
森
林
環
境
教
育
ヘ

の
活
用
に
期
待
を
寄
せ
、
地

域
の
人
材
育
成
な
ど
を
強
調

し
た
。

こ
れ
ま
で
の
緑
の
回
廊
は

複
数
の
保
護
林
を
幅
ニ

ロ
キ
前

後
で
結
ん
で
い
た
が
、
白
山

山
系
で
は
対
象
範
囲
が
ほ
と

ん
ど
手
つ
か
ず
の
自
然
林
だ

っ
た
こ
と
か
ら
、
包
括
的
に

設
定
す
る
こ
と
に
し
た
。

囲
む
。

多
様
な
動
植
物
を
守
る
た
め
石
川
、
富
山
い
福
井
、

岐
阜
四
県
に
ま
た
が
る
白
山
山
系
国
有
林
に

「緑
の
回

廊
」
を
設
け
る
計
画
で
、
関
係
自
治
体
や
団
体
な
ど
で

つ
く
る
設
定
委
員
会

（座
長
・
林
進
岐
阜
大
教
授
）
が

十
三
日
、

・金
沢
市
内
で
開
か
れ
、
回
廊
面
積
を
約
六
万

五
百
か
と
す
る
こ
と
な
ど
を
決
め
た
。
近
畿
中
国
、
中

部
両
森
林
管
理
局
は
所
定
の
手
続
き
を
へ
て
四
月
か
ら

指
定
す
る
。
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も
し
れ
な
い
。
で
も
昨
日
ま

で
自
由
に
は
ば
た
い
て
い
た

鳥
が
、
不
意
に
、
飛
べ
な
く

な

っ
た
ら
ど
う
し
た
ら
い
い

の
だ
ろ
う
▼
そ
ん
な
難
局
に

直
面
し
た
鳥
を
主
人
公
に
し

た
絵
本

「
リ
ト
ル
タ
ー
ン
」

（
Ｂ

。
ニ
ュ
ー
マ
ン
著
、
集

英
社
）
が
静
か
に
読
者
を
広

げ
て
い
る
。
リ
ト
ル
タ
ー
ン

「初夏の尾根にて」

イラスト:竹中敏

/
の
共
感
を
呼
ぶ
の
だ
ろ
う
。

っ
て
い
る
。
三
十
年
前
に
世

界
的
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な

た
、
や
は
り
彼
の
訳
本

「
か

も
め
の
ジ
ョ
ナ
サ
ン
」
は
、

姜

部

鮮

ま
は
逆
に
飛
べ
な
く
な
っ
て

緊
器
と
し
て
い
る
鳥
た
ち
の



事 務 局 長

。OB会は、事務局員 。役員とも、OB。 現役

懇親会の際の会費無料のみが特典の、ポラン

ティアで運営されています。

・会報送付会員 (=会費納入会員)は、会費納

入お願い (イ エローカード)添付の後、返答

なして、登録削除としてきました。現在は、

添付名簿の方を連絡対象としています。

・削除後も、納入があれば、記載復帰としてい

ます。

・41期生より、入会意志を問い、会報に次年度

分年会費振込票 (単年度納入)を添付してい

ます。

・様々なワンゲル観、OB観を拝聴 しましたが、

「…すべき lの理想論に、なんら資金の裏付

けがない…「誰かが払うJ。 「誰がやるのか」

と問えば「自分は都合が悪い。護かがやれば

…」

それらはOB会 に限らない話でありましょう。

誰かが払ってくれて、誰かが運営してくれて

…ムツカシイ話はええじゃないか。自分は都

合がいい時に利用し、いつも待つていてくれ

る故郷であり続けて欲しい。

そんな虫のいい願望の世話役を誰が引き継ぐ

のでしょう?

。平成 4年 11月 30日 、私は城内部室に「35周年

記念誌編集委員募集Jビラを貼りに行きまし

た。それはナカオ山岳会の創立30周年記念祝

賀会の翌日のことでした。

・一度は諦めた山に誘い出してくれたのは、現

役からの「25周年山行の案内」でした。そし

て、当時は女性は未婚と制限していた (時代

ですね !)ナ カオに、例外で入会できたのも、

ワンゲルの実績の御蔭でした。

・ もう、恩返しは済みました。OB会は私物で

はありません。そして今後存続し続けるため

に、もう譲るべき時が来ています。

「
へ→ 1ま三建ゞ と二」 箱踊

=f華
■壼素t=評rf‐ =デ・ モ豊テ

15期  舟田 節子

・もしそれでは運営できないというのなら、

「金大ワンゲルOB会」は  「その程度の器」

なのです。

・これまでのOB会はご破算。各自が「―会員」

としてOB会を支えるべく 機構、会費、会報、

他諸々を熟考し直してほしいと思います。

・ IT革命進行中の現在、バーチャル山岳会も出

来ています。事務も編集も、その気があれば、

どこにいてもやれます。

・すべては「やる気」の問題なのです。今回の会

報には、しつこくメッセージをいれたつもりで

す。

・中にはOB会を、私の生き甲斐と受けとめてい

らした方もおいでるようですが、総会にて 「辞

任」のけじめをつけます。

・早めに予告、謝辞とします。

「みなさん、ありがとうございました。」
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OB― 計 報 告

(平成 12年 12月 1日 ～平成 14年 1月 20日 )

C収入の働

OB会費納入

石楠花の宴残金

野沢スキー合宿残金

預 金 利 息

42,000
2, 851
2,768

898

計

(支出の部D

OB会報 (や まざと)No.14

″

″    号外

石楠花の宴補助

現役小屋作業補助

小屋酒場食費

小屋資材・備品等

OB。 現役 3年生懇親会

通   信   費

事 務 備 品

OB会報 (や まざと)No.15

そ   の   他

印刷費

郵送料

製作費

郵送費

取材費

48,517

250,720
101,830

6,322
25,360
43,550
50,000
17,303
49,648
94, 710
21, 201
42,149
65、 700
14,120

計

《差引剰余金D

前回 (1211.30現在)繰越金

収  入  の  部

支 出 の 部

782,613

1,957,785
48,517

782,613

，
つ 1,223,689

(○内は年数分 +は追加納入 41期生より単年度納入)

9期山中+① 12期津田十① 13期柴田+② 22期小林+④

29期中道+① 41期竹内 長谷川 市山 田村

*OB会費納入内訳

6期小川⑤

24期 岡原+③

*残金中 70万円は35周年記念事業の際の剰余金に相当します。

今回の会報15号の印刷、郵送で40万 円を支出の見込みです。

平成15年度総会にむけ、残金の中での活動、ならびに連絡を行つていきます。

*平成 15年総会は、添付名簿の会報送付会員を対象に案内を出します。
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